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年
　
　
表

第 6 章　神社の歴史

南北朝
貞
和
六
年
　

1350

二
月
二
十
一
日
吉
備
津
神
社
か
ら
吉
備
津
彦
命
を
勧
請
し
、

御
崎
宮
が
創
建
さ
れ
る
。

永
和
元
年

1375

太
田
五
郎
左
エ
門
忠
林（
西
太
田
家
第
五
代
）地
頭
代
官
か
ら
、

屏
風
島
に
あ
る
小
社
を
造
営
し
、
早
島
郷
の
氏
神
と
す
る
旨

命
ぜ
ら
れ
る
。

元
中
元

1384

浦
田
村
二
十
九
人
の
世
話
に
て
八
幡
宮
を
再
建
。

室町
永
享
四
年
　

1432

御
崎
宮
の
梵
鐘
を
鋳
造
。

天
文
四
年

1535

御
崎
宮
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
。

安土
桃山
文
禄
二
年

1593

宮
崎
城
主
高
畠
市
正
貞
政
が
大
檀
那
、
塩
津
村
安
原
備
中
守

が
願
主
と
な
り
御
崎
宮
を
再
建
。

江　戸　前　期
慶
長
八
年

1603

安
原
備
中
守
が
伏
見
城
で
徳
川
家
康
に
拝
謁
。
安
原
和
泉
守

が
八
幡
神
社
を
再
建
。

慶
長
十
七
年

1612

安
原
備
中
守
が
子
息
の
真
種
や
同
族
の
和
泉
守
徳
忠
ら
と
と

も
に
檀
那
と
な
っ
て
吉
備
津
神
社
御
釜
殿
を
再
建
。

慶
長
十
八
年

1613

安
原
備
中
守
が
大
檀
那
と
な
っ
て
、
毘
沙
門
堂
を
建
造
。

慶
長
十
九
年

1614

安
原
備
中
守
智
種
、
主
税
守
、
和
泉
守
が
大
檀
那
と
な
っ
て

御
崎
宮
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
。

元
和
元
年

1615

安
原
備
中
守
が
旦
那
と
な
り
吉
備
津
神
社
本
殿
・
拝
殿
の
檜

皮
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
。

元
和
九
年

1623

安
原
備
中
守
死
去
。

寛
永
五
年

1628

船
越
神
社
を
移
築
。

萬
治
三
年

1660

両
社
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
。

寛
文
六
年

1666

多
聞
天
堂
と
稲
荷
神
社
の
奉
仕
を
性
徳
院
の
別
当
か
ら
神
職

に
移
さ
れ
た
。

元
禄
元
年

1688

汐
入
川
汐
止
め
の
樋
を
小
浜
か
ら
舟
本
に
移
し
、
西
堤
を
築

出
し
道
と
し
、
東
堤
の
一
部
に
市
場
城
山
か
ら
荒
神
社
を
勧

請
し
、
船
本
荒
神
社
が
創
建
。

元
禄
十
二
年

1699

荒
神
社
（
西
田
）
創
建
。

宝
永
二
年

1705

正
面
手
水
鉢
設
置
。

江戸中期
正
徳
六
年
　

1716

絵
馬
「
上
野
寛
永
寺
」
を
奉
納
。

享
保
四
年

1719

御
崎
宮
・
八
幡
神
社
を
再
建
。

享
保
十
一
年

1726

社
人
太
田
山
城
守
、
太
田
近
江
守
が
上
京
し
、
吉
田
家
か
ら

神
階
正
一
位
と
御
崎
大
明
神
の
神
号
を
賜
わ
る
。

享
保
十
三
年

1728

大
藏
神
社
（
五
日
市
）
改
築
。

江　　戸　　中　　期
享
保
十
四
年

1729

御
鏡
一
面
を
奉
る
。

元
文
元
年

1736

本
殿
屋
根
を
栃
葺
き
と
し
、
箱
棟
木
を
銅
板
包
み
と
す
る
。

元
文
二
年

1737

御
崎
宮
修
覆
に
関
し
、
割
当
て
拒
絶
に
よ
る
妙
法
寺
騒
動
が

起
こ
る
。

寛
保
元
年

1741

御
崎
宮
の
御
神
幸
が
始
ま
る
。

寛
保
二
年

1742

旧
地
頭
家
戸
川
氏
が
太
刀
（
備
前
国
長
船
住
横
山
大
和
大
禄

藤
原
祐
定
作
）
を
寄
進
し
た
。

延
享
元
年

1744

國
鉾
神
社
を
市
場
か
ら
塩
地
多
布
山
に
移
し
、
領
内
の
鎮
護

神
と
す
る
。

延
享
三
年

1746

上
段
拝
殿
両
脇
に
石
灯
籠
一
対
奉
納
。

寛
延
二
年

1749

供
膳
所
建
設
。

寛
延
三
年

1750

東
参
道
石
鳥
居
建
立
。

宝
暦
三
年

1753

両
社
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
。

宝
暦
六
年

1756

絵
馬
「
相
撲
図
」
奉
納
。

宝
暦
十
年

1760

絵
馬
「
曳
馬
図
」
奉
納
。

明
和
二
年

1765

塩
津
龍
王
山
（
祇
園
山
）
御
旅
所
予
定
地
を
検
分
し
、
龍
神

社
へ
の
神
幸
が
始
ま
る
。

明
和
四
年

1767

神
輿
庫
建
築
。

寛
政
五
年

1793

御
崎
宮
本
殿
前
狛
犬
設
置
。

文
化
三
年

1806

御
崎
宮
、
八
幡
神
社
両
社
に
千
木
、
鰹
木
を
奉
る
。

文
化
十
一
年

1814

神
輿
二
基
製
作
。
拝
殿
下
両
石
段
中
央
に
石
灯
籠
設
置
。

文
政
元
年

1818

金
刀
比
羅
神
社
建
築
。

文
政
三
年

1820

絵
馬
「
大
原
女
の
図
」、「
嫁
入
図
」
奉
納
。

文
政
七
年

1824

境
内
下
段
玉
垣
設
置
。

文
政
十
年

1827

両
社
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
。

文
政
十
一
年

1828

表
参
道
口
に
石
灯
籠
一
対
奉
納
。

江　戸　後　期

天
保
三
年

1832

随
神
門
建
築
。
神
厩
建
築
。

天
保
十
五
年

1844

八
幡
神
社
本
殿
木
製
狛
犬
奉
納
。

嘉
永
三
年

1850

高
梁
川
の
氾
濫
に
よ
り
大
洪
水
が
起
こ
り
、
氏
子
は
舟
で
宮

山
に
避
難
し
た
。
荒
神
社
（
市
場
一
二
五
四
）
建
立
。

嘉
永
五
年

1852

拝
殿
下
左
側
石
段
脇
に
狛
犬
設
置
。

安
政
三
年

1856

旱
魃
の
た
め
、
大
庄
屋
を
は
じ
め
村
役
人
一
同
、
龍
王
宮
・

鍋
森
宮
に
て
雨
乞
い
祈
願
を
行
う
。
東
参
道
に
石
製
大
燈
籠

を
奉
納
。

安
政
六
年

1859

絵
馬
「
芝
居
絵
大
江
山
」
奉
納
。

文
久
二
年

1862

表
参
道
標
柱
建
立
。

慶
応
二
年

1866

孝
明
天
皇
石
清
水
八
幡
宮
行
幸
図
奉
納
。

第 1 節　年　表

月　日 予　　算 氏子数 供進金
大正 14 年 2,408 円 35 錢 1,740 80 錢
大正 15 年 2,391 円 99 錢 2,053 80 錢
昭和 2 年 2,427 円 85 錢 1,750 80 錢
昭和 3 年 不明
昭和 4 年 2,293 円 40 錢
昭和 5 年 2,272 円 40 錢
昭和 6 年 2,119 円 86 錢
昭和 7 年 2,145 円 36 錢
昭和８年 2,146 円 31 錢
昭和 9 年 2,021 円 57 錢
昭和 10 年 2,001 円  6 錢
昭和 11 年 2,003 円 60 錢
昭和 12 年 2,102 円 58 錢
昭和 13 年 2,343 円 44 錢
昭和 14 年 2,443 円 56 錢
昭和 15 年 2,144 円 81 錢
昭和 16 年 2,956 円 20 錢
昭和 17 年 2,753 円 31 錢
昭和 18 年 3,276 円 80 錢
昭和 19 年 3,835 円 22 錢
昭和 20 年 不明
昭和 21 年 9,083 円 60 錢 2,000 4 円 
昭和 22 年 27,092 円 60 錢
昭和 23 年 64,182 円 60 錢 1,800 35 円 
昭和 24 年 148,420 円 60 錢 1,800 50 円 
昭和 25 年 197,020 円 1,800 80 円 
昭和 26 年 219,030 円 1,800 80 円 
昭和 27 年 266,530 円 1,700 100 円 
昭和 28 年 267,530 円 1,650 100 円 
昭和 29 年 不明
昭和 30 年 311,100 円 1,650 150 円 
昭和 31 年 331,600 円 1,650 150 円 
昭和 32 年 365,100 円 1,650 150 円 
昭和 33 年 452,316 円 1,650 200 円 
昭和 34 年 473,564 円 1,650 200 円 
昭和 35 年 539,206 円 1,715 200 円 
昭和 36 年 626,927 円 1,696 250 円 
昭和 37 年 913,086 円 1,808 300 円 
昭和 38 年 789,662 円 1,865 300 円 
昭和 39 年 944,181 円 1,842 400 円 
昭和 40 年 959,596 円 1,844 400 円 
昭和 41 年 959,706 円 1,871 400 円 

昭和 42 年 1,137,487 円 1,906 500 円 
昭和 43 年 1,190,020 円 1,926 500 円 
昭和 44 年 1,252,850 円 1,956 500 円 
昭和 45 年 1,483,355 円 1,995 600 円 
昭和 46 年 1,553,799 円 2,015 600 円 
昭和 47 年 1,817,180 円 2,061 600 円 
昭和 48 年 2,099,047 円 2,050 600 円 
昭和 49 年 3,107,337 円 2,168 800 円 
昭和 50 年 3,227,822 円 2,194 800 円 
昭和 51 年 3,359,150 円 2,200 800 円 
昭和 52 年 4,214,158 円 2,220 1,000 円 
昭和 53 年 4,577,139 円 2,271 1,000 円
昭和 54 年 5,444,450 円 2,301 1,200 円 
昭和 55 年 6,041,288 円 2,367 1,200 円 
昭和 56 年 6,295,815 円 2,427 1,200 円 
昭和 57 年 7,670,625 円 2,426 1,600 円 
昭和 58 年 7,906,449 円 2,443 1,600 円 
昭和 59 年 7,981,883 円 2,461 1,600 円 
昭和 60 年 7,964,275 円 2,436 1,600 円 
昭和 61 年 8,876,383 円 2,484 2,000 円 
昭和 62 年 9,508,206 円 2,463 2,000 円 
昭和 63 年 9,662,886 円 2,485 2,000 円 
平成元年 10,184,884 円 2,505 2,000 円 
平成 2 年 10,032,166 円 2,524 2,000 円 
平成 3 年 10,640,995 円 2,521 2,000 円 
平成 4 年 11,323,025 円 2,536 2,400 円 
平成 5 年 11,261,396 円 2,546 2,400 円 
平成 6 年 11,123,424 円 2,564 2,400 円 
平成 7 年 11,222,887 円 2,586 2,400 円 
平成 8 年 11,393,091 円 2,602 2,400 円 
平成 9 年 11,787,562 円 2,602 2,400 円 
平成 10 年 11,938,464 円 2,639 2,400 円 
平成 11 年 14,852,024 円 2,635 3,000 円 
平成 12 年 15,032,192 円 2,643 3,000 円 
平成 13 年 15,314,647 円 2,644 3,000 円 
平成 14 年 15,308,376 円 2,668 3,000 円 
平成 15 年 15,482,110 円 2,675 3,000 円 
平成 16 年 15,714,116 円 2,712 3,000 円 
平成 17 年 15,433,344 円 2,729 3,000 円 
平成 18 年 15,568,595 円 2,744 3,000 円
平成 19 年 15,602,842 円 2,723 3,000 円
平成 20 年 15,612,624 円 2,716 3,000 円
平成 21 年 15,656,475 円 3,000 円

　
当
社
の
予
算
の
記
録
は
大
正
十
四
年

以
降
は
現
存
す
る
が
、
そ
れ
以
前
は
不

明
で
あ
る
。

　
国
家
管
理
時
代
は
、
県
へ
の
提
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
ら
れ
て
お
り
、
県
か

ら
各
種
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
吉
備
津
神
社
か
ら
は
、
当
社

の
勧
請
元
の
親
神
様
と
い
う
こ
と
で
、

秋
の
大
祭
に
「
幣
帛
料
」
が
供
え
ら
れ

て
い
た
。

　
現
在
は
、
氏
子
供
進
金
、
祈
祷
料
、

供
米
金
、
賽
銭
等
に
よ
っ
て
神
社
の
運

営
が
な
さ
れ
て
お
り
、
二
名
の
監
事
に

よ
り
監
査
が
行
わ
れ
、
予
算
及
び
決
算

は
役
員
会
及
び
総
代
会
に
諮
り
、
幹
事

会
に
報
告
し
て
い
る
。

　
終
戦
後
神
社
が
国
家
管
理
か
ら
外
さ

れ
神
社
本
庁
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
、

毎
年
例
祭
（
秋
季
大
祭
）
に
は
神
社
本

庁
幣
か
ら
幣
帛
料
が
供
え
ら
れ
て
い

る
。

　
下
表
は
大
正
十
四
年
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
神
社
予
算
と
氏
子
数
、
氏
子

供
進
金
額
の
推
移
表
で
あ
る
。
　

神
社
の
予
算
と
氏
子
数


